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雜 報

會 員 動 靜

文部 省學校衛 生官　 大 西 永 次 郎

　鳥根縣 ヘ出張 ヲ命 ス　 (十月十二日)

岡山醫科 大學敎 授　 生 沼 曹 六

　補岡山醫科大學附屬圖書館 長　 (十月十五日)

敍從六位　 正七位　西 田〓 治

陸軍 一等軍 醫正 七位　 西 田 〓 治

　特旨ヲ以 テ位一級被進　 (十月十五日)

臺灣歩兵第一聯隊附
陸軍一等軍醫 　岡 田 俊 之

免本職補第 二十二聯隊附　 (十月十九日)

朝鮮道 立醫院醫官　 石 原 貫 一

　満 洲 ヘ出張 ヲ命 ス　 (十月七日)

臺灣 總督府醫院醫官　 花 室 憲 章

　京都及東京 ノニ府下 ヘ出張 ヲ命 ス　 (十月四日)

島羽乘組海軍軍醫中尉　有 馬 玄

　免本職補佐世保海軍工廠醫務部部員

(十一月一日)

衛生技師　呉 泉

　沖 繩 縣 衛 生技 師 ニ補 ス　 (十一日一日)

○田 村 於 兎君　は豫て歐米に出張中の處本月二日無亭歸朝せ られたり

○ 八木田九 一郎君　 も豫 て歐米 に出張 中の處本月八 日無事 歸朝せ られた り

○横 尾 秋 夫君　過般岡山醫科大學病理學敎室を辭せ られたる同君は今般東京市神田區和泉町泉橋慈善病院に

勤務せられたり

○立 石 力君　は今般下關市小林病院を辭し尼崎市中馬病院に勤務せられたり

○大 城 眞 郷君　は今般高松市倉紡高極病院産婦人科醫長を辭 し香川縣琴平町林産婦人科醫院に於て診療に從

事せられたり

○小 林 孫 兵 衛君　 は豫 て岡山醫科大學柿沼 内科敎 室に勤 務 し居 られ しが今般辭職 新に開設せ らろろ 日本赤十字

社 岡山支部病院長 に就任 せ られ た り

○村 上 憲 佑君　は昨却二月歸朝後神戸市葺合町に居住し居 られしが本年八月再ひ渡米 し左記に於て開業せ ら

れたリ

1763 Post st, 1

San Francisco, Calif.

U. S. A.

○徳 丸 喬 君 は今般松山市赤 十字社病 院を辭 し岡山醫科 大學小 兒科敎 室 に動務 せ られた り

○野:坂 綱 定君　多年京都帝國大 學醫學部辻内科敎室に於て研究中なりし同君は今般三重縣志博郡鵜方村高砂

病院々長として就任せられたり

○益 田 集 太君　は今般神戸市長澤病院を辭し廣島縣佐伯郡玖島村に於て開業せ られたり

○赤 木 謙 吾 君　 は今般福井縣遠敷郡共立小濱病院を辭 し同郡小濱町 日吉 に於て 開業せ られ た り

○藤 本 秀 次君　 に今般長野縣 日本赤十宇社 支部病院 を辭 し兵庫縣三 オ町に於て開業せ られた り
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○光 井 貞 八君　は多年岡山醫科大學産婦人科敎室に勤務し居られしが今般辭職本縣苫田郡津山町に於て開業

せ られたり

○山 口 一 雄君　は今囘東京市牛込區箪笥町三十二番地に移轉開業せられたり

○久 持 義 明君　に先般大分縣中津町高畑に於て開業せ られたり

内 丑忠造 君　は明治二十 七年第 三高等 中學校醫 學部 を卒業 し京都 市に於て開業 し居 られ しが去 月二 十日病

を 以て遠逝せ られた り洵 に哀悼 に堪 ヘず謹み て茲 に弔意を表 す

浦 谷英三郎 君逝 く　君は明 冶十九年岡山縣醫學 校 を卒業 し本 縣玉島町に於て開 業 し今 日に至 り しが 去月三

十一 日病を以て遠逝せ らた りと洵 に哀悼 に堪 ヘず謹 みて 茲に弔意 を表 す

◎ 上 坂敎 授 在 職 二 十 五 年 記 念 式 擧 行　 昨年來田 中學長を初 め大學内外の各委 員の熱 心な ろ斡旋 によ

り親 しく上坂敎 授の敎 ヘを受 けた全國 二千 の卒業 生竝に知人門 下の人 々の間に計畫 され てをつ た上坂敎 授 在職二

十五年記念式 は去 ろ十月十六 日午後四時か ら岡山醫科大學大 講堂に於 て嚴 粛に學 行 された.學 内 は勿論其他遠近

よ りの來會者合せて三百名以上に達 した,先 づ 田中委 員長 の挨拶,赤 岩實 行委 員の會 計事 務報 告あ り次 いで田中

學長,藤 原縣 醫師 會長,石 本市醫 師會長,門 弟總代池 上助敎 授,解 剖學敎 室總 代敷波敎 授,學 生總代永山 太郎 君

等の祝詞竝に全 國 より寄 せ られた ろ祝電の朗續あ りて後,委 員長より肖像畫竝に記 念晶を贈呈 し,續 いて上坂 教

授の答辭が あり,委 員長 の閉會の辭を以て式を了ヘ,午 後六時 より銀行 集會所に於て祝宴 を張 られ盛 會裡 に午後

九 時散會 した.
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